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査の質向上事業」の一部として実施した。

アンケート調査：人工生殖細胞／ゲノム編集

　ヒトiPS細胞から生殖細胞を作製するこ
とが理論的に可能である。こうした研究に
ついて一般市民（3,096名）に尋ねたところ、
基礎研究への期待は高かったが、不妊治療
への利用を許容する人々の割合は海外より
も少なかった。また、ヒト胚に対するゲノ
ム編集に関しては、法規制が国で議論され
ている。これについても、一般市民（4,424

名）と研究者（98名）に許容度や期待・懸念
について尋ねるアンケート調査を行った。

政策提言：動物性集合胚／脳オルガノイド

　動物性集合胚研究に関する2019年3月
の指針改正を受けて、将来生じ得る課題「ヒ 

ト細胞でできた脳をもつサルの作製を認め
てよいか等」を主題に、社会的議論の必要
性を訴える論文を出版した。また、脳オル
ガノイド（試験管内で作製される、脳の細胞
や組織を模倣した三次元構造）の倫理的課題
を概観し、脳オルガノイドが「意識」をも
つ可能性は低いため、現時点での研究禁止
は早計とする論文を発表した。

　iPS細胞技術のような先端科学研究の成
果を臨床応用する場合、社会の理解や合意
がなければ実現は困難になる。そのため、
あらかじめ倫理的・法的・社会的課題を慎
重に検討する必要がある。そこで、日本の
再生医療の現状と課題を明らかにする実態
調査や、ゲノム編集の研究やヒトiPS細胞
から生殖細胞を作製する研究について、一
般市民に尋ねるアンケート調査を行ってい
る。このような調査結果は、ルール策定の
議論にも役立っている。

実態調査：再生医療

　再生医療法施行後も、安全性や有効性が
確立していない細胞治療が提供され、懸念
されている。今年度は、厚生労働省が公開
している再生医療の提供機関の説明文書を
引き続き分析した。また、国際幹細胞学会
が2019年8月に公表したインフォームド・ 

コンセント基準が国内でも利用できるよう
に翻訳を行った。これらの研究は、厚生労
働省委託事業「認定再生医療等委員会の審
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生殖細胞作製研究における倫理的課題

・精子、卵子形成過程の解明

・不妊症や先天性疾患の
   メカニズムの解明

・精子、卵子機能の解明

・治療法や検査技術の開発

・受精卵の研究利用

・生殖医療への応用

・遺伝的つながりのある
   子どもの出産
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中心に、3つの論点を深掘
りしている。

ISLEプロジェクトにおける 
2つの取り組み

　ISLEプロジェクトでは、
生命科学研究を推進する上
での「ルールのあり方」と
「社会との対話のあり方」
について研究している。前
者では、行政が医学研究を
進めるためのルールとして

策定する指針（行政指針）の経緯や課題を議
論してきている。得られた知見は、行政指
針の改正委員会の一員として、昨年度より
行政指針の改正に活用している。
「社会との対話のあり方」に関しては、一
般市民の認識や意向を抽出するための質問
紙調査やワークショップのあり方について、
国内外の多様な分野の専門家とともに議論
を進めている。今年度は、「瀬戸内国際芸
術祭2019」の期間中に、「人と自然とのつ
ながり」をテーマにワークショップを企
画・開催した。

iPS細胞研究に関連する規制への取り組み

　今年度より、iPS細胞研究の臨床応用に
関連する規制のあり方について検討を進め
ている。具体的には、再生医療等安全性確
保法や薬機法、先進医療、患者申出療養制
度等を中心に、それぞれの特徴や性質につ
いて俯瞰しつつ、将来的な規制の改正や運
用に寄与する学術的知見を探索している。
特に、研究と医療の境界に焦点を当ててお
り、それぞれの概念を再考しながら、臨床
応用に関連する制度的課題への対応方針を
まとめたいと試みている。

　iPS細胞研究をはじめ、先端生命科学研
究は社会の中で日々発展している。このよ
うな研究の推進には、さまざまな人びとか
らの応援に加え、血液試料やゲノム情報な
どの提供が必要となる。本研究活動を通じ
て、研究者と社会とのコミュニケーション
の図り方や、研究を行う上でのルールやガ
イドラインのあり方、さらには研究成果の
社会的な影響への対応などについて、国内
外の多様な専門家とともに検討・考察を深
めている。

生命科学研究と 
社会とのつながりに関する研究

　iPS細胞研究をはじめ、生命科学の研究
は目覚ましく発展している。その発展とと
もに、研究に参加する人々への配慮、ひい
ては社会における研究への信頼をどのよう
に高めていくかが問われることになる。こ
れに対しては、科学技術振興機構により採
択されている「ISLEプロジェクト」（ISLE：
Innovation for Science, Life and Ethics）を
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先端生命科学研究に対する
信頼を高めるために

三成寿作 准教授
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